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※食洗機設置場所と点検口(キャビネット)は必ず板厚20mm以上の木材で
　食洗機と給排水設備の空間を仕切ってください。

<キャビネット>

設置先のキャビネット部側板やカウンターを

しっかり固定して動かない事を確認し、

本製品使用時に倒れないようにしてください。

ビルトインキャビネットがある場合、

水平器を当てて、手前・真ん中・奥の縦横の

全てが平行になるように

キャビネットの取り付けをしてください。

※左図の赤い点の部分に水平器をあててください。

特に床が平行になっていない場合、

数ミリのズレにより食洗機稼働時に振動やエラーが

起こりやすくなり、振動による外装部品や

内部部品の損傷・故障は『保証対象外』となります。

カウンター

給排水設備点検口

Ⓐ

Ⓑ

ホース通し穴

食洗機機設置位置

キャビネット側板 板厚20以上

※Ⓐ及びⒷはキャビネット内の手が届く位置に設置
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＜上から見た図＞
キャビネット内

点検口

食器洗い機 設備・設置図
DSI 44700 SS(45cm)/DSI 76850 SS（60cm）



＜横から見た図＞
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600以上

点検口(キャビネット内)の手が届く位置へ設置

600

※ホース通し穴

100×100mm

床から500mmの

高さに穴あけ
※キッチンの高さに

より異なるため

ご相談ください。

500

※図の奥行は600mmとなっております。

600mm以上の場合はホース通し穴の位置を調整して下さい。

600以上
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点検口(キャビネット内)の手が届く位置へ設置

※図の奥行は600mmとなっております。

600mm以上の場合はホース通し穴の位置を調整して下さい。

※ホース通し穴

100x100mm

床から500mmの

高さに穴あけ
※キッチンの高さに

より異なるため

ご相談ください。

設備用キャビネットが

前面から見て左にある場合

設備用キャビネットが

前面から見て右にある場合
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600以上
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点検口(キャビネット内)の手が届く位置へ設置

※図の奥行は600mmとなっております。

600mm以上の場合はホース通し穴の位置を調整して下さい。

※ホース通し穴

100x100mm

床から500mmの

高さに穴あけ
※キッチンの高さに

より異なるため

ご相談ください。

45cmタイプ＝450

60cmタイプ＝600

（内寸法）

Ⓐ排水管 塩ビ管VP40Φ

Ⓑ給水栓

Ⓓ250
以上
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＜正面・背面から見た図＞

Ⓐ排水管塩ビパイプ 40ΦVP 400mm ※1

Ⓑ給水バルブ 1/2カップリング付横止水栓 ＜例：SANEI JY30J13 etc.＞

Ⓒコンセント 単相200V 20A L型コンセント(専用回路アース付き)

※給水・排設備から離れていて、漏水時に水がかからない手が届く位置に設置してください。

Ⓓ幅250mm以上

400 400

※1：本体背板に排水ホースバンドが純正で取り付けてありますので、バンドから外さないでください。

・前から見て左側に点検口がある

場合の背面ホース通し位置

・前から見て右側に点検口がある

場合の背面ホース通し位置

ドア材はキッチンに合わせたものを

お造り頂ければ取付が可能です。

＜ドア材造作時の寸法＞
●45cm（DSI 44700 SS)

→ｔ22 x W445 x H550～※

●60cm(DSI 76850 SS)

→t22 x W595 x H550～※

※食洗機設置場所の開口寸法や巾木の

高さにより異なるため、造作前に

お問い合わせください。


